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あなたはどこに立ちますか？ 

声明文（サンプル）
· 年齢にかかわらず，すべての子どもは，自分たちに影響を及ぼす問題について，自分の意見を言う権利を持っています。
· 子どもたちは，家族の決め事について意見を言う権利を持っていません。子どもにとって何が最も良いのかは，親が一番よく知っているからです。
· 生徒が学校の問題について意見を表明することは，その生徒自身に危険をもたらす可能性があります。
· 学校では上級生だけが，話し合いに参加して意見を言うことができます。
· すべての生徒は，生徒会に平等の権利を持って参加することができます。
· ルールを守らない生徒は，クラスや学校の意思決定の過程に参加する権利を失います。
· 学校では、すべての生徒が同等に参加する権利を持っているわけではありません。貧しい家の生徒たちは参加することができません。
· 学校で参加することとは，授業中にたくさん発言することを意味します。
· 両親が別居や離婚しようとするとき，子どもたちは法的な手続において自分の意見を表明する権利を持っています。
